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6

月
1

日
（
月
）
山
口
小

学
校
、
青
少
年
健
全
育
成
推

進
市
民
会
議
山
口
支
部
に
よ

る
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の

通
学
時
間
に
合
わ
せ
、
学
校

職
員
、
青
少
年
育
成
委
員
が

た
す
き
を
掛
け
、
校
門
前
２
箇

所
で
子
ど
も
達
を
迎
え
ま
し

た
。「

お
は
よ
う
。
」
「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
。
」
大
人
達
の
声

か
け
に
、
は
に
か
み
な
が
ら
も

嬉
し
そ
う
な
子
ど
も
達
で
す
。

子
ど
も
達
は
、
地
域
の
宝
で

す
。
地
域
の
大
人
た
ち
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
元
気
に
育
っ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

朝
早
い
活
動
は
、
大
変
で
す

が
、
爽
や
か
な
気
分
に
さ
せ
て

く
れ
る
時
間
で
し
た
。
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第第
３３
次次
山山
口口
地地
域域

審審
議議
会会
発発
足足

会
長
に
鈴
木
茂
喜
氏

職
務
代
理
者
に
大
脇
眞
氏

周
辺
地
域
の
声
を
行
政
に
届

け
る
た
め
、
合
併
後
10
年
を
最

長
期
間
と
し
て
旧
町
村
単
位
に

設
置
さ
れ
た
地
域
審
議
会
は
、

地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
や
区

長
会
等
選
出
の
委
員
が
市
長
よ

り
委
嘱
を
受
け
、
2
年
の
任
期

で
改
め
て
発
足
し
ま
し
た
。

6

月

17

日
に
行
わ
れ
た
第

1
回
山
口
地
域
審
議
会
で
は
会

長
、
職
務
代
理
者
の
選
出
の
ほ
か
、

意
見
交
換
も
行
わ
れ
、
『
山
口
・

馬
籠
の
特
性
を
踏
ま
え
、
地
域

づ
く
り
推
進
協
議
会
や
区
長
会

と
連
携
し
な
が
ら
山
口
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
を
取
り

ま
と
め
て
市
に
示
し
て
い
く
』
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

再
任
…
鈴
木
茂
喜
（
山
口
）
、
大

脇
眞
（
馬
籠
）
、
楯
政
彰
（
山
口
）
、

大
脇
和
人
（
馬
籠
）

新
任
…
今
井
守
男
（
山
口
）

市市
政政
懇懇
談談
会会
のの
おお
知知
らら
せせ

市
長
と
対
話
で
き
る
機
会
で
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時

7
月
21
日
（
火
）

19
時
～
21
時

場

所

ま
ご
め
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー

地地
域域
づづ
くく
りり
推推
協協
がが

活活
動動
開開
始始
しし
まま
しし
たた

山
口
と
馬
籠
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
地
推

協
）
で
は
、

山
口
地
推
協
会
長

楯
政
彰
さ
ん
（
第
9
町
内
会
）
、

馬
籠
地
推
協
会
長

大
脇
眞
さ
ん
（
町
3
町
内
会
）

が
選
任
さ
れ
、
今
年
度
の
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

山
口
地
推
協
は
6

月
7

日

（
日
）
、
4
月
に
共
に
植
樹
を
し

た
関
西
電
力
労
組
、
中
津
川
市

職
組
、
中
津
川
市
関
係
者
と
一

緒
に
「
賤
母
の
森
」
の
草
刈
り
作

業
と
他
に
国
道
の
美
化
清
掃
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
「
賎
母
の

森
」
で
は
、
緑
豊
か
な
公
園
づ
く

り
を
夢
見
て
の
作
業
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
井
戸
沢
か
ら
賤
母

大
橋
ま
で
の
国
道
か
ら
は
、
ゴ
ミ

袋
20
個
分
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま

し
た
。

馬
籠
地
推
協
は
、
6
月
14
日

（
日
）
に
馬
籠
ふ
る
さ
と
学
校
の

環
境
整
備
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

外
周
り
の
除
草
や
樹
木
の
手
入

れ
、
校
舎
の
清
掃
や
防
腐
剤
塗

布
な
ど
を
行
っ
て
、
ふ
る
さ
と
学

校
も
こ
ざ
っ
ぱ
り
と
美
し
さ
が
よ

み
が
え
り
ま
し
た
。

馬籠ふるさと学校
 賎母の森
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地地
デデ
ジジ
説説
明明
会会
をを

開開
催催
しし
まま
しし
たた

6
月
17

日
か
ら
19

日
ま
で

の
3
日
間
、
総
務
省
岐
阜
県
テ

レ
ビ
受
信
セ
ン
タ
ー
主
催
で
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
説
明
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
映
像
を
用
い
て
、

「
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
す
る
理

由
」
や
「
地
デ
ジ
に
変
わ
る
と
暮

ら
し
が
変
わ
る
!?
」
「
地
デ
ジ
を

見
る
に
は
ど
う
す
る
の
？
」
な
ど

の
項
目
に
沿
っ
て
、
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
終
了
ま
で
あ

と
2
年
ほ
ど
と
な
り
ま
し
た
。

受
信
に
際
し
、
不
明
な
点
等

あ
り
ま
し
た
ら
、
下
記
の
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
に
関
す

る
相
談
窓
口
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
多
く
の
方
に
ご

覧
い
た
だ
き
、
介
護
予
防
事
業
に

対
す
る
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

収
録
時
間
は
17
分
。

市
職
員
が
手
作
り
で
作
成
し
ま
し
た
。



Ｂ



ＢＳデ
教
室
参
加
者
の
声
な
ど
が
収
録

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

地上デジタル放送に関する

０５７
総務省

Ｓデジ

０５７

ジタル
お問い合わせ
０－０７－０１０１

地デジコールセンター
タル放送に関する
お問い合わせ
０－０１－２０１１
3

介介
護護
予予
防防
ＤＤ
ＶＶ
ＤＤ

貸貸
しし
出出
しし
しし
まま
すす
！！

市
で
は
、
市
長
公
約
「
介
護
予

防
を
含
め
た
総
合
的
な
健
康
づ

く
り
を
す
す
め
ま
す
」
の
も
と
、

介
護
予
防
事
業
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

の
事
業
の
更
な
る
普
及
を
目
的

と
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
ま
し

た
。こ

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、

『
み
ん
な
で
取
り
組
も
う
介
護
予

防

中
津
川
市
』

～
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で

も
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送

る
た
め
に
～

を
テ
ー
マ
に
、
介
護
予
防
の
重
要

性
や
、
現
在
中
津
川
市
で
実
施

し
て
い
る
介
護
予
防
事
業
の
紹

介
や
介
護
予
防
教
室
の
様
子
、

ら
、
今
後
の
中
津
川
市
の
介
護

予
防
事
業
を
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
山
口
総
合
事
務
所
窓

口
で
、
貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

放送お問い合わせセンター
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中中
津津
川川
市市
消消
防防
協協
会会

操操
法法
大大
会会

（（
ポポ
ンン
ププ
車車
のの
部部
））

6
月
21
日
（
日
）
に
、
馬
籠
総

合
グ
ラ
ン
ド
で
、
市
内
各
地
の
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
23
チ
ー
ム
に

よ
る
『
中
津
川
市
消
防
協
会
繰

法
大
会
（
ポ
ン
プ
車
の
部
）
』
が
行

わ
れ
、
山
口
地
区
か
ら
も
山
口

分
団
一
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

５
月
に
行
わ
れ
た
、
山
口
地
区

の
大
会
に
向
け
た
練
習
も
含
め
、

大
会
間
近
ま
で
の
数
ヶ
月
、
山
口

分
団
が
一
体
と
な
り
、
夜
間
に

練
習
を
重
ね
、
消
火
技
術
の
向

上
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

結
果
は
、
22
位
で
し
た
が
練
習

で
研
磨
さ
れ
た
消
火
技
術
は
今

後
、
地
域
の
消
火
活
動
で
活
か

さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

優
勝
は
、
坂
下
分
団
第
三
で

し
た
。

自自
転転
車車
特特
訓訓
中中
！！

山山
口口
小小
学学
校校
66
年年
生生

7
月
24
日
、
岐
阜
市
で
行
わ

れ
る
岐
阜
県
交
通
少
年
団
自
転

車
安
全
大
会
に
向
け
、
山
口
小

学
校
6
年
生
の
児
童
の
皆
さ
ん

が
、
5
月
か
ら
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

こ
の
大
会
へ
は
、
市
内
の
小
学

校
が
順
番
で
出
場
し
て
お
り
、
昨

年
の
神
坂
小
学
校
に
続
き
、
今

年
は
山
口
小
学
校
が
当
番
校
と

な
り
ま
す
。

昨
年
度
県
内
16
チ
ー
ム
中
3

位
だ
っ
た
神
坂
小
学
校
に
続
き
、

入
賞
目
指
し
て
、
学
校
行
事
や
会

議
な
ど
の
な
い
放
課
後
の
1
時

間
、
山
口
小
学
校
の
体
育
館
で

特
訓
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
字
走
行
や
ジ
グ
ザ
グ
走
行

な
ど
高
度
な
技
術
に
併
せ
、
安

全
な
自
転
車
走
行
に
つ
い
て
も
学

ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
大
会
に
向
け
て
は
、

暑
い
中
で
の
練
習
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
山
口
小
学
校
の
力
を

思
う
存
分
発
揮
し
て
、
入
賞
を

目
指
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

がが
んん
ばば
るる
ササ
ポポ
ーー
トト

採採
択択
事事
業業
決決
定定
！！

6
月
17
日
、
が
ん
ば
る
地
域

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
山
口
地
区
審

査
会
が
開
催
さ
れ
、
21
年
度
の

採
択
事
業
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
市
民
を
主
体
と

し
た
地
域
の
創
意
と
工
夫
を
活

か
し
た
地
域
づ
く
り
活
動
を
支

援
す
る
も
の
で
、
山
口
地
域
づ
く

り
推
進
協
議
会
か
ら
『
山
口
地

域
・
防
災
フ
ェ
ア
ー
』
、
馬
籠
地
域

づ
く
り
推
進
協
議
会
か
ら
『
映
像

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
馬
籠
発
』
の
2
件

の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
説
明
と
委
員
の

質
疑
と
審
査
を
経
て
、
両
事
業
に

対
す
る
補
助
が
決
定
し
ま
し
た
。

市
民
力
を
発
揮
し
て
、
地
域
が

活
気
づ
く
活
動
に
発
展
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
両
事
業

に
よ
る
活
動
に
つ
い
て
は
今
後
も

本
紙
に
て
お
伝
え
す
る
予
定
で

す
。
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第第
４４
回回
馬馬
籠籠
のの
ホホ
タタ
ルル

まま
つつ
りり
開開
催催

66
月月
1122
日日
（（
金金
））
～～
1144
日日
（（
日日
））

馬
籠
の
ホ
タ
ル
と
メ
ダ
カ
を

育
て
る
会
主
催
に
よ
る
第
4
回

ホ
タ
ル
ま
つ
り
開
会
式
が
6
月

12
日
（
金
）
に
島
田
公
園
周
辺
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
地
域
の
川

を
き
れ
い
に
し
た
い
」
と
い
う
思

い
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み

が
、
今
で
は
ホ
タ
ル
の
育
成
を
通

じ
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
『
小

さ
な
命
を
護
る
活
動
』
に
繋
が
り
、

成
虫
と
な
り
飛
び
交
う
ホ
タ
ル

を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど

も
達
の
活
動
に
対
し
て
の
達
成

感
と
地
域
の
一
体
感
、
親
睦
交

流
を
深
め
る
大
き
な
活
動
に
な

り
ま
し
た
。

開
会
式
に
は
、
国
交
省
多
治

見
今
井
所
長
・
水
野
副
市
長
・
中

西
市
議
会
議
長
を
始
め
、
多
く

の
来
賓
が
出
席
さ
れ
た
他
、
花

更
紗
、
木
曽
路
館
か
ら
の
宿
泊

客
も
多
数
参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
み
な
が
ら
、
ホ
タ
ル
が
舞
い

始
め
る
ま
で
の
時
間
を
待
ち
ま

し
た
。

姉姉
妹妹
都都
市市
だだ
よよ
りり

大大
磯磯
なな
ぎぎ
ささ
のの
祭祭
典典

旧
山
口
村
の
時
代
か
ら
姉
妹

都
市
の
協
定
を
結
ん
で
い
る
神

奈
川
県
の
大
磯
町
か
ら
、
「
な
ぎ

さ
の
祭
典
」
の
ご
案
内
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
歌
手
の
中
村
あ
ゆ
み

さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
と
海
岸
か
ら
打
ち
上

げ
ら
れ
る
千
発
の
花
火
大
会
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
磯
ま
で
遠
出
す
る
も
よ
し
、

心
に
「
な
ぎ
さ
の
祭
典
」
を
思
い

描
く
も
よ
し
、
姉
妹
都
市
大
磯

町
の
夏
に
思
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ

ん
か
。

第
21
回
な
ぎ
さ
の
祭
典

「
夏
!!
大
磯
!!
祭
!!
」

期
日

7
月
25
日
（
土
）

17
時
00
分

開
場

18
時
10
分

開
会
式

18
時
30
分

コ
ン
サ
ー
ト
開
演

20
時
30
分

花
火
大
会

※
荒
天
の
場
合
、
8

月

2

日

（
日
）
19

時
30

分
か
ら
花
火
大

会
の
み
実
施

場
所

大
磯
港
県
営
駐
車
場

特
設
ス
テ
ー
ジ

※
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線

大
磯
駅
か
ら

徒
歩
10

分
（
お
車
で
の
ご
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
）

入
場
料

無
料

問
合
せ

な
ぎ
さ
の
祭
典
実
委
事
務
局

電
話
：
〇
四
六
三
―
六
一
―
三
三
〇
〇
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新新
型型
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ

にに
つつ
いい
てて

6
月
16
日
県
内
で
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
人
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
免
疫
を
持
っ
て
い
な
い

た
め
、
簡
単
に
感
染
が
広
が
り
ま

す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
感

染
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
ま
ず
、

恵
那
保
健
所
（
〇
五
七
三
―
二

六
―
一
一
一
一
）
へ
電
話
で
相
談

の
上
、
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関

で
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
（
中
津
川
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
）

ま
た
、
感
染
防
止
の
た
め
に
総

合
事
務
所
及
び
公
民
館
入
り
口

に
手
指
消
毒
液
を
常
設
し
て
あ

り
ま
す
。
施
設
へ
入
ら
れ
る
方
は
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

第第
2222
回回
ごご
へへ
ーー
祭祭
りり

実実
行行
委委
員員
会会
始始
動動

委委
員員
長長

大大
脇脇

眞眞

氏氏
（（
馬馬
籠籠
））

副副
委委
員員
長長

楯楯

政政
彰彰

氏氏
（（
山山
口口
））

中
津
川
市
か
ら
五
五
〇
万
円

の
補
助
金
（
旧
町
村
で
は
、
最
高

額
）
と
岐
阜
県
か
ら
七
三
万
円
の

補
助
を
受
け
、
今
年
度
は
10
月

25
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。

山
口
地
区
の
名
を
中
津
川
市
だ

け
で
な
く
県
内
外
に
も
発
信
す

る
、
す
ば
ら
し
い
祭
り
で
す
。

地
域
を
あ
げ
て
作
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

公公
民民
館館
だだ
よよ
りり

館館
長長
のの
「「
みみ
ちち
くく
ささ
」」
対対
談談

車
で
峠
を
走
っ
て
い
る
途
中
道

端
で
「
大
脇
文
子
さ
ん
」
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

大
脇
さ
ん
は
昭
和
38
年
坂
下

か
ら
山
口
村
峠
に
嫁
い
で
来
ま

し
た
。
当
時
は
、
家
に
も
「
囲
炉

裏
」
が
あ
り
、
そ
こ
で
五
平
餅
を

作
っ
た
り
し
て
、
お
客
を
迎
え
た

そ
う
で
す
。
今
は
そ
ん
な
光
景
も

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
１
人
で
畑

仕
事
を
楽
し
み
な
が
ら
暮
ら
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

「
嫁
い
だ
と
き
は
昭
和
の
合
併

で
こ
の
地
域
は
た
い
へ
ん
だ
っ
た

よ
。
そ
れ
に
昔
は
病
人
を
医
者
へ

連
れ
て
行
く
の
に
籠
を
使
っ
て
、

親
戚
一
同
が
力
を
合
わ
せ
て
お

世
話
を
し
た
も
ん
だ
。
皆
地
域

で
助
け
合
っ
て
生
活
を
し
て
き
た

し
、
形
は
変
わ
っ
て
も
、
こ
れ
か

ら
も
皆
で
助
け
あ
っ
て
生
活
し
て

い
か
な
あ
か
ん
ね
。
峠
は
、
冬
は

厳
し
い
所
だ
け
ど
一
足
遅
れ
の

春
や
四
季
の
自
然
に
恵
ま
れ
て

る
。
恵
那
山
を
眺
め
、
野
菜
作
り

を
す
る
毎
日
だ
け
ど
、
住
め
ば

都
だ
よ
。
只
こ
の
先
、
若
い
人
が

何
人
こ
の
峠
に
居
つ
い
て
く
れ
る

の
か
が
、
気
が
か
り
だ
な
あ
。
ま

だ
ま
だ
、
が
ん
ば
り
ま
す
よ
。
」

『
自
然
の
中
で
生
き
る
、
が
ん
ば

る
姿
を
感
じ
ま
し
た
。
・
・館
長
』

２２１１
年年
度度
学学
級級
開開
講講
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２２１１
年年
度度
学学
級級
開開
講講

生生
きき
がが
いい
大大
学学

今
年
度
の
生
き
が
い
大
学
が

6
月
１８
日
開
講
し
ま
し
た
。
23

名
の
方
が
1
年
間
に
わ
た
っ
て

活
動
し
ま
す
。

一
生
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
楽
し

み
方
や
生
き
方
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
仲
間
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
学
習
や
体
験
を
し
な
が
ら
人

生
に
潤
い
を
持
て
る
よ
う
し
た
い

も
の
で
す
。

第
1
回
は
、
役
員

を
決
め
た
り
、
最
近
問
題
と
な
っ

て
い
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
つ
い

て
、
中
津
川
警
察
署
生
活
安
全

課
田
口
係
長
さ
ん
か
ら
講
話
を

受
け
、
お
互
い
に
気
を
つ
け
て
い

く
こ
と
や
、
ど
う
対
処
し
た
ら
い

い
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

公
民
館
で
は
、
正
面
に
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

が
自
由
に
絵
、
書
、
写
真
、
短
歌
、

俳
句
、
貼
り
絵
、
絵
手
紙
な
ど
自

由
に
展
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
是
非
ご
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

乳
幼
児
学
級

今
年
度
の
乳
幼
児
学
級
が
始

ま
り
ま
し
た
。
0
・
１
・
２
歳
児
の

子
ど
も
さ
ん
16

名
と
母
親
14

名
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

『
子
育
て
を
楽
し
み
な
が
ら
学

ん
で
い
こ
う
』
と
い
う
公
民
館
長

の
挨
拶
の
後
、
親
子
の
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
遊
び
で
身
体
を
動
か
し
、
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
、
当
番

決
め
を
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
学

級
は
、
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
講
座
」

研
修
を
受
講
し
た
可
知
和
美
さ

ん
、
茶
原
和
栄
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
運
営
し
て
く
れ
ま
す
。
昔

の
方
は
、
「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」

と
言
い
ま
す
。
幼
児
期
の
大
切
な

時
期
、
し
っ
か
り
と
子
育
て
、
親

育
て
を
し
ま
し
ょ
う
。

リ
ハ
ビ
リ
教
室

保
健
師
の
指
導
に
よ
る
リ
ハ

ビ
リ
教
室
も
大
勢
の
参
加
者
で

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

まずは手の運動



【山口総】…山口総合事務所

【山口公】…山口公民館

【あおぞら】…坂下健康福祉会館「あおぞら」

【休養村】… まごめ休養村センター

人口 1,955人

(前月比 -5)

男 … 934人

女 … 1,021人

帯…650 世帯

（前月比 -2)

日・曜日 ゴミ 行 事

1 水 不燃 胃・大腸・前立腺がん検診

【川上かたらいの里】8:30

2 木 可燃 胃・大腸・前立腺・乳・子宮がん検診

【川上かたらいの里】8:30

母子健康手帳交付【あおぞら】9:45

3 金

4 土

5 日

6 月 可燃

7 火 移動教育委員会【山口公】19:00

8 水 2 歳児歯科健診・２歳児相談

【あおぞら】13:00

ふれあい教室【４区集会所】13:30

9 木 可燃 ふれあい教室【6 区集会所】13:30

10 金 ふれあい教室【上の原集会所】10:00

行政相談【山口公】10:00

ふれあい教室【峠研修センター】13:30

予防接種(三種混合)【あおぞら】13:30

予防接種(BCG)【あおぞら】14:15

※配布済みの「健康増進ｶﾚﾝﾀﾞｰ」の予

定(7/9)から変更となりました。

11 土 夏の交通安全県民運動（～２０日）

12 日

13 月 可燃 乳幼児なんでも相談【山口公】9:45

14 火 リハビリ教室【山口公】13:30

やさか乳幼児学級【坂下公】10:00

15 水

日・曜日 ゴミ 行 事

16 木 可燃 生きがい大学【山口公】8:50

17 金

18 土 わくわく体験クラブ【坂下小】13:30

19 日

20 月 可燃

21 火 リハビリ教室【山口公】13:30

市政懇談会【休養村】19:00

22 水 有害

(馬籠)

１歳児相談・離乳完了期栄養相談

【あおぞら】9:30

６か月児相談【あおぞら】13:00

23 木 可燃

24 金 県交通少年団自転車安全大会（岐阜）

25 土

26 日

27 月
可燃,資源,硬質

山口諏訪神社花馬祭り

28 火 リハビリ教室【山口公】13:30

29 水 特定健康診査【あおぞら】9:00

30 木 可燃

31 金

※ 行事、日時は変更になる場合がありますので

ご注意ください

山口地区の

人口と世帯

(６月１日現在)


